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暗黒より黎明へ（2）
　Driving　back　the　dark．
R・G・エイトケン三士Dr．一R．（；．　Aitken．
　扱ひ悪くて，割合に無能な，金町反射鏡には，’鍍銀した現代の赤道儀的反射
鏡が取って代b，大さは50，75，150及び250糎迄になウました．250糎では，
肉眼の瞳孔に落ちる光の15萬倍以上，レンズの表面上に受け，焦鮎で集中する
檬になりました」又，今や鍍銀は一暦有効なアルミニウム・メ。キに取って代
り，四大な5米反射鏡が建造中です．
　之らの，新しく張大な望遠鏡は，新天文學の後輩を援助したのみならす，奮
天：文學が取扱つた星の位置，運動，距離等の問題に芸事した者にも，子午環等
と殆んど同等の償値あるものでした．實際，物理二三天文學と力學回天：文壌との
　　び境界は，新時代から奮時代を分離する様に，曖昧で，定義を欠くものなのです．
例へば，星の質量を最初に正確に知らせて呉れたのは，之らの星の距離の渕定
と結合された二二二重星系に於ける軌道二二の測定でした．伺ほ，叉，地球上
の實験室の研究と關聯して，星のスペクトルに現れる或る種の線の相封的な強
度を測定する事は，星の本四の光度と，星が實際に獲する光の全量を示し，此
の星の見掛けの明るさの測定と合せた知識は，星の距離を示すも．のなのです．
　斯くして，新分野の胃険者は，地球上の二二所で働いて居る同僚と同様に，
奮分野に既に働いて居た能力を加へたのです．實際共同精神は，現代天文學
の根本的特質の一であり，齎らされた進展に責任があるのです．蓋し，前述の
如く，熟慮の上，分析し，統計的：方法に二二して，二二の新統合，新読，新進
歩等に導かれ，大量：のデイタが蓄積されるのは，多鍛の人々と學院の協力に挨
つのみなのです．どんな特別な星でも，其の位置と運動と距離を知り，叉，軍
一星であるか，二重星の件星であるか，或は星團の三星であるか，スペクトル
の特徴は何であるか，叉は温度，光度，質量，密度の見分け二等を知る事は，
常に興味をそNるに充分であります．然し乍ら，吾人が二百，三千とV・ふ星の
性質を正確に測定し，宇宙の知識を掘めるのは，何か普通の性質に依って集ま
った比較的多歎の星でさへ，統計的に正確に，等しい僑を導く方法を解答する
時にのみ行はれるのです。
　1867年に早くも，各國民よりなる一團の天文話者は，北天にある全罷で約13
萬個の9等級以上の明るい星の1引算な位置を湯治する計劃に同意しました．帥
ち；誰も皆各々天室の待引回域にある星を，自己の天文毫で襯測する事を噺言
レたのです．
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　此のプランは，其の後，全天に亘って櫨張されまして，北極から南極にまで
続行され・其観測は・一部分他の天文毫で・現在も繰り返され・2組の測定
の期間に於ける星の位置の移動を映する微細な鍵化を測定して居ます．
　叉，1887年に至って，一大三際プログラムが開始されました．自Pち，此の年，
全世界から乱せ参じた天文二者は，パリに魯して，一様な割合で天室の爲眞星
圖を作り，2千萬或は其れ以上の，14等級までの星を凡て現はし，其の約十分の
1の星の位置を，正確にカタログにする事に一致協力して着手したのでした．
　同檬に，又，各國の天文學者偉，星の距離を測定するプログラムに協力しま
した。近年では，天文學者の測量度で，“天文輩位”として知られて居る地球か
ら太陽迄の距離を，一層」｝碓に測定する大プログラムに，叉々共同職線を張り
ました．實際，自獲的な協力は，形式的にしろ，左様でないにしろ，弓丈二三
事業三二のきまりです．其の上，1例へば僅か瞬時だけしか見られない新星や彗
星が二見された時にも，二見の知らせば直ちに全世界の天文二者に傳へられ，
希望者は皆観測を働みます。帥ち，1934年十二月目ヘルクレス新星が護見され
ました時，北牟球の全天文學者は，24時間以内に観測を始める事が出來ました
し，同年二月27日に波蘭の一天文學者が新彗星を護見しました時，敏羅巴や米
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ洲の各天文毫で，其の夜ど翌晩よわ毎夜それが平坐され，之らの観測を基礎と
して，パiクリの學生天文壷の天文學者は，此の新彗星が雲に遮られたけれど
も，直ちに其の軌道を計算したのでした1
　此の成果は，斯く彊力な器械を使用し，同僚の天丈三者相互と吾人が太陽の
屡する大星系を，・現在の如く老へる様になったのは，他の理學分野の研究者が
密接に協力したお蔭であるのです．
　ヵリフォニヤが一州となった時に，天文學者が観察した星は一千萬或は精々一
億個の星でしたけれど，今日では3百億個は充分算へられ，之らが輩一であっ
たり，：或は群になって室間に散在してゐまして，この室間の大さを，ジェイム’
ス・ジ1ンズ氏が圖解した比較によりますと，聖パウロの大寺院が，僅か六つ
丈内部の異った黙に遊離される時に，蝿で一杯でなる以上に室間の星は充漏し
て居らない．吾人は之らの近接した何回といふ星の距離運動，光度，温度，
質量，及び統計的に何百萬以上の星にも信頼の誌ける値等を，全く正確に測定
が出來ます．叉（2～3の魅惑的な例外も含んで），之らの大小，明淡の三々は，
凡て太陽熱の10倍を放ってるる事が分り，或ぴは弱い赤色光で輝く低温度の星
は，都合よく各種類に分けられ，叉散在する星の此の室間が認知出來ぬ程二大
であるにも關はらす，ヰリアム・ハ1シェル時代の天文學者の持論に豫示され
た一般的な三二に基づいて建てられた有限な腰系を構成する事＄，測定が一可能
であります、
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　蓋し，星の中には，軍一なもの，二重星，多重星のもの，プレヤデスの様な
散開星團となって群をなすもの，オリオン星霧の如き不規則な星霧状態をなす
もの，叉，近頃磯見された様な，星々の間の廣大な室間を湿たすウソのやうな
稀薄な散光の吸牧物質の雲等は，凡て銀河の中央面に集中する傾向があります．
之はレンズ型系で，其の中央面の直径は，恐らく厚さの6倍もあり，其の上，
極めて大きくて，光は銀河の一端から他端まで通過するのに10萬年，或は恐ら
く15萬年も掛かるのです．
　叉，差大な容積と，内容の有限な種類に關はらす，此の宇宙は，組織的に統
一されてるます．作られて居る素材は，全腰，同じです．其の中の最遽の星よ
り來る光は，幽いn化學元素を少しも現はさす，地球上に未知の力とては何の
存在も詮明しません．叉，最近獲見された様に，此の全艦の互大なる星系は，
中心の周面を約二億二千萬年の週期で自漏して居るのです．
　ガリレオの後輩たちは，目前の暗闇を追ぴやり乍ら，前進して，途に此の髭
大な星系の全艦が脚光を浴びて來たのです．然し，之とても，滞足する程のも
のではありません。事實，今日の如き新しい光を求めて彊引に前進したことは，
‘‘n球悉曇以來”なかったのです．今，』樹ほ，嗜黒の疑黒占が幾つも我が太陽系，
更に遠隔の大星系に於V・てさへ探査されなければならない現状です．大小を問
はす，望遠鏡を騙漏し，近代の叡智が編み出し得る有らゆる補助器を動員して，
研究の歩を進めつSあります．宇宙の秘密が最：後の黒点を曝露する迄漏足する
ものではないのです。
　爾ほ，叉，太陽系の限界に到達するのみでは，満足出前ないのでして，遙か
外部の室間の暗欄に隙されてるるものを知らんとして，日々前進しつNあるの
です．之が現時の大冒瞼です．蓋し張力な望遠鏡や，より有効な方法を講じて，
外部室間の暗闇を突破しえたのは今より過去10年乃至20年以内に過ぎないので
す．
　此の最近年の胃陰物語は，物語が作りつ玉ある表現の中で，ガリレオと其の
纏承者が3世紀以前に開始したものと比較されるのですが，1750年に其の序曲
を見るのです．£Pち，虚言の機械製作者，個人家庭教師であるダ1ラム町のi・
1マス・ライ1・は，大自然の均一性を想定しましたが，次で，純輝な理論的な根
抵のもとに，後5年経て，大濠国者インマヌエル・カントは苦記した猫創的な
字宙論を更に一歩前進させました．此の論に依れば，吾が大星系は無限の室聞
に多出散在したものL一つに過ぎないし，あるものは獲見期にあった星霧の中
に現はれて居るのです．叉，型録に載せられて居る何千といふ星霧ばかりでな
く，大多藪が小さい，楕圓艦だと論明したハ1シェルの研究に確誰を與へまし
．た．叉、之は後に獲見された事ですが，瀬峰は多数の星の様に銀河面に密集レ
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て居る傾向がなく，寧ろ其の逆であるやうに見えました．其の上，ヰリアム・
ハ1シ。ルとロス伯の強力な反射鏡は此等の三歎を微光星の三二に分離しまし
た．其の他，ロス伯が一定の渦献機構をして居るのを認めた鐵個のものも含ん
で居ますが，鯨り距離が遠すぎる爲め，分離出來なV・ものと思はれたのです．
　此の二字宙設は，最近の實際二見の中でも極めて豫知的なもので，1871年に
ミルス二院がセミナリ公園に門戸を開いた頃に一般に是認されたものですが，
19世紀の後期に至って，三際的に其れは捨て去られ，望遠鏡裡の天艦は各々が
大星系の一部分として，一般に天文二者の是認する所となりました．
　1900年に，其の死の直前にものした論文に，島宇宙論復活の基礎を作ったの
はキ1うでした．彼は，リク天文毫のクロスリ反射鏡で撮影した爲眞を基とし
”（f，少くとも120000個の微光星霧が望遠鏡の到達以内にあり，叉，其の大多
数の形状が渦状か楕圓であるとし，之に加へて彼の意見には多くの宇宙論に重
：大意義を有つ事實を襯広しました．之が，どれ程の：重大な意味あるものかを見
出すには，之等の星霧の距離を，先づ第一に知る必要がありますし，叉，星霧
を含む測り知られぬ室間域を探るに充分長い測始線の必要を意味します．此う
した焚見物語は，天文學上の多くの魅惑的なPマンスの中の一つです．
　眞面目な意味に煽て，特別な様子で光度を攣へる曲論星が，アンド・メダ座の
大星霧の距離や，より遠隔にある他の星霧の知識を示して臭れるといふことを，
誰がヒれ迄にi夢想したでせう？　セフェ座デルタ型の星は，1786年に，22才の若
さで逝いた聾唖のジ．ン・グドリクが焚録したものでした．此の攣星の肉詰は，
極小から極大へと急速に上昇し，次の極小へは乱漫に下降するもので，極大の
時は極小の殆んど2倍σ）明るさとなり，光度二化の度合と，5日8時間47分35秒
の週期で，共に，脈動を正確に繰り返します．叉，キプリングの言葉の様に，正
確に計算される以上，秒の小心だつて忘れて妹ならないのです．我が太陽系の
外に亦光度が極小の2倍乃至4倍にも急速に上昇して極大となり，衣の極小へ
は漸次下降し，（月ではなくて）日数で測られる程度の極く短期間の週期で攣光
を正確に繰返す星が12乃至24個もあります．二等の星は，悉く，極めて遠方に
あるので，正確な距離の測定は大層困難ですが，本心の明るさは：巨大なものに
相違なV・と思はれます．
　今，大小マゼラン雲にも，多くの彼様なセブ。型攣星のあることが分りまし
たし，叉，小マゼラン雲中の多くの二三の光度を各，々違った晩に撮った二二を
使って測定中，ハ1パ1ド大學のミス・レギトは，1908年に，極大と極小光度
の間の中間では，星が明るければ明るい程，光度二化の週期の完了に要する時
間が長い事を認めました．4年後に至って，此の週期と光度關係は一定した歎
學的なものがあると彼女は謂ひ得る様1なりました．然し，此の關係は，此の
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型の星の物理的な特質であるに相違ありません．蓋し，マゼラン雲の中の星は，
實の所，凡そ，吾人から等距離にあると謂へます．丁度，トラフ。ルが弓場や，
ロンドン塔は，今夕止ヒの講堂から等距離にあると謂へるのと同様です．大自然
の均一性から考へて，此の同じ二二は，何所で認めても，セフェ型攣星の凡て
に適用出回るし，叉，其れ故にどの攣星の本當の光度を確め得るとしても，正
確に．光度攣化の週期を測定して，全部の光度測定が出掌ると思はれます．次に，
之を比較して，本來の光度は：，見掛けの光輝と共に攣星の距離が下ると思はれ
ます．斯檬な測定は，我が太陽團の幾つかのセフェ型の攣星に，先づ大門に就い
て，より正確に行はれ，斯くして吾人の三二する測錘線は使用の準備が成った
のです。
　アンドロメダ座の大星霧や，其の他，多くの星霧は，三三なる250糎反射鏡の
威力に依って，個々の星や，星のグル1プに分離三三ます．叉，之等の星は，
多くの大小マゼラン雲のと同様に，同週期と光度を示すセブ．型攣星であること
が言織ります．然し，極めて微光なので，：大望遠鏡の威力をもつてしても，限界
以上は，殆んど見えませんから，極めて遠隔にあるものと愚はれます．實の所，
アンドワメ・ダ座の星霧よりやって來る光は，毎秒30萬キロの割合で進み，地球
へは680000年を要するのでありまして，他の星霧にしても，省ほ其れ以上の彼
：方にあることが講iります．
　セブ．型攣星の外に，一度は確定し，他は準嫁して，二等の比軟的接近した
二二の距離は，直ちに，より遠方の二子の距離の測定となりました．途に，大
自然の均一性に常に依存して，斯檬に遠隔迄二二された最遠の二二の距離を
億4千光年と定め，又，250糎鏡で見える最微にして，最遠の星霧は大略5億光
年といふ室聞外にあると謂へるやうになりました1　現在，部分的に判明して
みる室四域の値を倍加して，殆んど10億光年の直樫として考へれば，吾々の魂
は宇宙へと駆け巡ります．
　強力な近代反射鏡で獲得した探索に依って，少くとも一億の星霧があって，
其れが別ち一億の星系を形造り，形駄に於ても，内容の牡大華麗さに於ても，
大多藪が大銀河系と，全く等しい宇宙に築いて，観測可能なる此の二大な室間
に散在して居るのです．我が銀河系にある星の檬に，大宇宙は或は箪猫にして，
　　　つい域は…封として，或は小グル1プをなして，比較的大なる星團をなして居ます．
然し，我が銀河系の星と同檬に，手均して5～6光年の範園の距離だけ相互に
離れ合ぴ，同様に之等の大星系は，4均して，2百萬光年ぐらい相互に離れ合
って居ます．
　其の上，スペクトル線の攣移の観測により，星霧は凡て運動して居るもので，
個々の星の速度よりも、より大なる速度で後退して居る事と，彼我の距離と共
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に距離の増加することが課ります．假りに，速度測定に：標準をおくとしても，
我が銀河系の星の光線速度，帥ち，赤い：方に線が攣移する程度が大きければ大
きV・程，吾入から後退する速度が大きい事に眞を置くのです．此の事は，叉・
宇宙が全罷として膨脹しつNあり，三野内の各星系は，凡ゆる他の星系よbの距
離が増加して居る事を意味します．若し假りに此の事が實際でないとしても，
幾つかの之迄全く未知の室間の性質は，何百萬年の間，室間を吾人に前進して
來る時には，光の速度をゆるめる働きをして居るのです．
　250糎反射鏡と比較して，2倍も室間を射通し得る大5米反射鏡の完成を渇望．
’してみる天文學徒は，現在よりも8倍廣く室間の探瞼が出來，より遠方の星を
個kの星tc分離し，斯くして，常にガリvオの心を心として一層観測のテストを
なし，現在の結果と理論を睨み合せて見る事に驚嘆する心で一で様あります．
　ではジ目的物は何時やつて來るのでせうか？　何時，之らの胃険者が，淺さ
れたる暗闇を押しやって，満足するのでせうか？　地球が績く限り，太陽と星
が輝き響ける限b，；永遠にガリレオの後輩たちは，新しい光を求めて前進を績
けて行くのです．
　「室間と時間に如何に深く定められた限界黒占も，人類を休息せしめ，鏡氣を
挫かしめる事はありません．如何なる眞理が眞理へと導くかを・一・i度見た者に知
識に限界を定めんと挑むものがあ夢．まぜうか」（終）（A・S・P・Leaflet　101，佐登
見i澤）
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　　　　部費は　年額　2圓40銭，會費と’合せ’て　7圓20銭．
罷り先は　滋賀縣堅田局回内　東亜天文協會（振替大阪56765）．
?
酉
☆光耀輪講鏡羅醐．拠駒繍
ニューfトン式　　．用途　　望遠鏡用
　　　（豫　約　製　作）
　　　　鏡　薗　鍍銀
翻混信藩．西村製作所
